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【方法】animal model として、8週齢雄 Wistar rat の背部皮下にガラス円柱を埋入し、12 週後、ガ
ラス円柱をとり出し、墨汁を混入したヒアルロン酸（商品名：アルツ、科研製薬）を注入した。注入





















方法は、animal model として、8 週齢雄 Wistar rat の背部皮下にガラス円柱を埋入し、12 週後、
ガラス円柱をとり出し、墨汁を混入したヒアルロン酸（商品名：アルツ、科研製薬）を注入する。注
入後 1、2、3、4、8週の H-E 染色標本にて組織学的変化を検討している。 また、偽嚢胞の治療薬剤




とともに OK-432 を注入し組織学的変化をみることによりその治癒過程を検証したところ、注入 1週
後には炎症反応がみられ、2週後には腔の消失が観察された。偽嚢胞壁には強い炎症反応が観察され
たが、周囲への影響は弱かった。 
結論として、この偽嚢胞モデルでは、3週間は内腔の保持が可能であった。ガングリオンの主内容
成分であるヒアルロン酸が貯留しているため、ガングリオンモデルとしても有用と考えられた。偽嚢
胞モデルの発展性としては、偽嚢胞性疾患治療における治癒過程の研究、薬剤別効果の比較検討、薬
剤注入量の比較検討、注入薬剤の安全性の検討などがあげられる。実際に、OK-432 を用いて治癒過
程を検証したところ、偽嚢胞性疾患に対し有効な薬剤の一つと判明した。 
 
以上のように、本研究は動物を用いた偽嚢胞モデルを作成することにより、今後の偽嚢胞性疾患の
治療に対する検討など、臨床研究に大きく寄与するものと考えられた。従って、本研究は博士（医学）
の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
